大阪大学　大学院法学研究科

科研費・基盤研究Ａ（平成２２～２５年度）

高度法情報発信研究プロジェクト

回答日：平成　　　年　　　月　　　日

日本に関する情報についてのアンケート
本アンケートは、科研基盤Ａ「高度法情報発信のための多言語情報の最適組み合わせに関する研究」の一環として、日本に在住している方々が、日本及び生活地域についての情報・知識をどの程度持っているのか、その情報をどこで、どのようにアクセスしているかなど、生活情報に関する意識を調査する目的で行います。ご回答をいただく方は当事者の外国人の方はもちろんのこと、何らかの形で支援を実践していただいている方にもご回答をいただけますので、よろしくご協力下さい。なお、回答不必要と思われる項目は無回答でお願い致します。
ご記入いただく情報につきましては、適切な管理と必要な保護を行い、上記研究活動に関しての参考とさせていただく以外の目的で使用することはありません。本調査の趣旨をご理解いただき、アンケートにご協力をいただけますよう、よろしくお願い申し上げます。

＊該当項目の□を■に変えてご回答下さい。
□上記に同意する
□上記に同意しない

回答者自身について
□外国人　　□支援実践者

性別：　□男　　□女

年齢：　□２０代　　□３０代　　□４０代　　□５０代　　□６０代以上　
国籍：　（　　　　　　　　　　　　　　　）

母語：　（　　　　　　　語）
１．どこにお住まいですか。
（　　　　　　　　　　　　）県・府及び市町村
２．在住年数は何年ですか。　（　　　　　）年
３．家族構成を教えてください。
□ひとり　　　　　　　□配偶者のみ　　　　　　　□配偶者と子供

□配偶者と親　　　　　□配偶者と親と子供　　　　□その他

４．ご職業は何ですか。
□学生　　　　　□主婦　　　　　□自営業　　　　□正規雇用者
□臨時雇用者（アルバイト・パート・派遣を含む）　　□求職中
□その他（具体的に：


）
５．世帯全体の年収（万円）をお答えください。　
□１００未満　　　□１００～２００未満　　　□２００～３００未満　　　□３００～４００未満
□４００～５００未満　　　　□５００～６００未満　　　□６００以上
６．日本語はどの程度話せますか。
□全くできない　　　□片言程度　　　□日常会話レベル 　　□流暢
７．英語はどの程度話せますか。
□全くできない　　　□片言程度　　　□日常会話レベル 　　□流暢
８．阪神大震災の折に導入された「やさしい日本語」はどう思われますか。
□有効である　　□よく分からない　　□全く理解できない

９．在住地域行政の「外国人相談窓口」に行ったことはありますか。
□ある　　□ない　　□遠いので行けない　　□窓口の時間帯には行けない
□そのような窓口が存在しない

１０．上記９で「ある」と回答された方におたずねします。どのような分野を相談されましたか。
□子どもの学校教育・活動　　□保健・医療・福祉　　□災害・緊急対応　　□就労　　□生活全般

１１．上記１０で「回答された分野」について、具体的にどのような内容であったか、お教え下さい。
例１：子どもが学校で馴染めず、いじめの対象になっているが，学校側が冷淡な対応である。どうしてよいか分からない。
例２：会社で健康保険がなく、けれども国民健康保険は負担が重く、払えないが、どうしたらよいか。

１２．１０で挙げた分野について、どのような情報・知識に不足を感じていますか。
１３．それはどのようなメディアや方法によって提供されるのがよいと思いますか。

（インターネット、印刷物、セミナー、より多くまた時間帯も長い質問受付窓口、身近な相談相手など）
１４．多言語・多文化対応が可能な大学生がどのような形で相談に乗るのがよいと考えますか。
１５．その他、現在日本で提供される多言語・多文化情報について、あるいはその発信のあり方について、自由に考えをお書き下さい。
ご協力ありがとうございました。
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